Education through art focused on a view of nature connected with life-principle (1) : "life" as core by 磯部 錦司
生命主義的自然観を基軸とした造形芸術による教育⑴
――コアとしての〈生命〉――
磯 部 錦 司
＊









































































































































































































































































































































15）丸山圭三郎生の円環考紀伊国屋書店 1992 pp. 236-234
16）前掲書（8）p. 121
17）鈴木貞美日本人の生命観中公新書 2008 pp. 158-164







23）1960 年代に素材を直接的に提示する方法に始まり 1980 年以降も影響を与え日本美術におけ
る重要な動向の一つとしてあげられる。もの派が問題にしたのは，物をとおしての存在と関係
の認識であった。（海野弘・小倉正史現代美術―アール・ヌーヴォからポストモダンまで―
新曜社 1988 p. 172）
24）理論的支柱をあたえたのが李禹煥である。西洋近代批判を前面にだしつつ東洋的思考とも結




25）中村英樹日本美術の基軸杉山書店 1984 年 p. 34
26）前衛書，非文字性の書をさす。広くは戦後書芸術の特色を示し墨の芸術。（中村二木丙監
修現代の書芸術―墨象の世界―淡交社 1997 p. 5）
27）瀬木慎一歴史と理念現代書１ 現代書の歴史雄山閣 1983 年 p. 94
28）抽象表現主義の作品を総称して述べられているが，代表的な作家としてジャクソン・ポロッ
ク（Jackson Pollock）があげられる。運動性，偶然性，身体性の側面を強調する。（益田朋幸・
喜多崎親編著西洋美術用語辞典岩波書店 2005年 p. 29）
29）李禹煥出会いの現象学序説新版・出会いを求めて―現代美術の始源―美術出版社
2008 pp. 193-227
30）海野弘現代美術―アール・ヌーヴォからポストモダンまで―新曜社 1988 pp. 196-197
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